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く、作曲理論と演奏理論が交差しながら揚琴音楽文化が展開してゆく様子が描かれる D 論文をしめくくる第 7 章「文
化触変における中国の楽器」は、文化人類学における異文化接触の捉え方を援用して、多くの個人や団体が近代化の
荒波のなかで新様式を獲得してゆく過程が系統的に記述される。
(分量本文138頁 400字換算約415枚文献表、資料等34頁)
論文審査の結果の要旨
中国音楽の研究は、従来文献に大きく頼って歴史や理論に偏向する傾向が強かった。その意味では、総合的な楽器
学を目標として掲げた本研究が、文献探査はもちろんのことフィールドワークの手法を根幹にすえて成就されたこと
の意義は大きい。それは激動の社会のなかではあっても、丹念に足を運びさえすればたどりつくことのできる生の資
料が豊富に埋もれていることを物語っている。本論文の場合、貴重な写真資料や人間系譜がフィールドワークの成果
として有機的に組み込まれており、そうしたフィールドデータを整理して提示した点でも高く評価できるo また、歴
史を単純にたどるのではなく、楽器学や文化人類学の概念を意識して、歴史と現在を結ぶ特徴を探り当てていること
も特筆に値する o
しかし、本論文には改められるべき短所があることも指摘しなければならない。たとえば、類似の楽器と共有する
特徴を比較学的に抽出することがなされていれば、中国独自の展開のあり方がより鮮明に描写できたにちがいない。
また、中国が誇る地の多くの楽器がたどった歴史過程と重ね合わせることにより、揚琴に託された中国的音楽性がよ
り説得力をもって読者の感性に訴えるものとなったであろう。もっとも、こうした短所は論者自身気づいていること
であり、生涯をかけて継続されるはずの研究により実現される可能性は残されているo 総じて、新しい楽器学研究の
モデルとなり得るもので、従来の水準をはるかに超えている。よって、本研究科は、本論文を博士(文学)の学位を
授与するのに充分な価値を有するものと認定するo
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